
12019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所令和元年6月18日22時22分頃、山形県沖の地震（M6.7）について

気象庁のwebページより http://www.jma.go.jp/jma/press/1906/19a/kaisetsu201906190030.pdf
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〇観測記録
司･翠川(1999)にならい記録を処理
・地表の記録
・NSとEWの大きい方のみ
・10Hzのローパスフィルタ処理
・距離は点震源（気象庁）からの震源距離X

―距離減衰式［司･翠川(1999)］
・モーメントマグニチュードMw6.4（F-net）
・震源深さ14km（気象庁）
・距離は等価震源距離Xeq
・内陸地殻内地震として計算

縦軸：最大加速度PGA(Gal)
横軸：距離X(km)

距離減衰特性（最大加速度）

最大加速度-最大速度-震度Ｉの関係
（K-NET, KiK-net地表）

I = log(PGA×PGV)+2.0 
［武村(1994)］



22019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所震度分布（震度計）と長周期地震動階級

震度近傍の分布

気象庁のwebページより http://www.jma.go.jp/jma/press/1906/19a/kaisetsu201906190030.pdf



32019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所F-net 地震のメカニズム

F-netのwebページより http://www.fnet.bosai.go.jp/event/tdmt.php?_id=20190618132100&LANG=ja



42019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所周辺の過去の地震活動

気象庁のwebページより
http://www.jma.go.jp/jma/press/19
06/19a/kaisetsu201906190030.pdf

ひずみ集中帯と過去の地震・想定震源域

地震本部のwebページより
https://www.jishin.go.jp/main/chou
sa/03jun_nihonkai/index.html

今回の地震(M6.7)



52019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所震源周辺の地震活動と予測

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/nihonkai.pdf

日本海東縁部の地震活動の長期評価（地震本部、H15）
※ただし評価対象はM7.5以上

https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaiko/k17_yamagataoki/
https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaiko/k18_niigatahokubuoki/

もしこの地震が発生したら

将来の地震発生の可能性

新潟県北部沖山形県沖

新潟県北部沖山形県沖



62019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所

日本海における大規模地震に関する調査検討会（国土交通省・内閣府文部科学省、H26）
震源周辺の地震活動と予測

海底断層のトレースには以下３機関の
反射法地震探査のデータを利用

・産業技術総合研究所
・海洋研究開発機構
・石油天然ガス・金属鉱物資源機構

津波対策のため海底の断層モデルを設定

F34（M7.7）

村上市・酒田市
の津波高
約5～10m

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/daikibojishinchousa/

MW7.71
長さ124km



72019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所主な気象庁記録

( )内数値は計測震度
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:10 at : 鶴岡市温海川, Intensity: 5.8

気象庁・鶴岡市温海川 (5.8)
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:20 at : 酒田市亀ケ崎, Intensity: 4.9

気象庁・酒田市亀ヶ崎 (4.9)

※気象庁は波形を図示した2地点のみを表示

© OpenStreetMap contributors



82019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所主なK-NET記録

YMT004 温海 (5.2) YMT003 鶴岡 (5.3)

YMT005 肘折 (4.6) NIG006 寒川 (4.8)

( )内数値は計測震度
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2019/06/18 22:22:07 at YMT004: K-NET station, Intensity: 5.2
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2019/06/18 22:22:15 at YMT005: K-NET station, Intensity: 4.6
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:11 at YMT003: K-NET station, Intensity: 5.3
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:08 at NIG006: K-NET station, Intensity: 4.8
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92019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所主なKiK-net記録

AKTH04 東成瀬 （5.0） YMTH13 朝日 (4.2)

( )内数値は地表の計測震度
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2019/06/18 22:22:25 at AKTH04: KiK-net station, Intensity: 5.0
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:25 at AKTH04: KiK-net station, Intensity: 3.1
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:10 at YMTH13: KiK-net station, Intensity: 4.2
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2019/06/18 22:22:10 at YMTH13: KiK-net station, Intensity: 3.3
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102019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所地殻変動（国土地理院より）

国土地理院のwebページより https://www.gsi.go.jp/chibankansi/chikakukansi_yamagata20190618.html

震源域に近い電子基準点「新潟山北（にいがたさんぽく）」において北西方向に約５cmの変動など、
周辺の電子基準点で地殻変動が観測された



112019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所被害の状況

消防庁のwebページより https://www.fdma.go.jp/disaster/info/items/190618_yamagatajishin5.pdf



122019年6月19日第4報 小堀鐸二研究所現時点（2019/6/19 13:00）のまとめ

• 気象庁によれば、今回の地震は山形県沖で発生し
たM6.7の逆断層型の地震

• 最大震度は6強を観測（気象庁の新潟県村上市）

• 長周期地震動階級3を山形県庄内で観測

• 高層ビルの高層階では立っているのが困難な
レベル

• 津波注意報が発令されたが、微弱な波高にとどま
る

• 消防庁等により家屋の倒壊は調査中だが、顕著な
構造物被害は生じていないもよう

• 幸いなことに人的被害も重症が1名にとどまってい
る

• 当該地震の特徴

• 日本海東縁部のひずみ集中帯付近で発生し
た地震

• 活断層と対応付けられない場合は、日本全国
どこでも起こりうる地震動レベルとなる

• 地震本部の長期評価では、この付近でM 7.5～7.7
程度の地震が想定されており、地震発生確率は30
年以内にほぼ0 %


